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試料・情報利用研究計画書（概要）

－

三世代コホートを活用した、１-４年目対象者に対する
断面解析及び縦断解析

2014年6月 ～ 2031年3月

東北メディカル・メガバンク機構

対象：三世代コホート参加者　約7万人
試料：なし
情報：アンケート情報、生体試料解析情報、生理学的・神経学的
検査情報、遺伝子解析データ、オミックス解析情報、診療・追跡情
報

・三世代コホート調査として倫理審査を受け、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」を遵守して行うことにつ
いて倫理委員会で確認済みです。
・解析結果はすべて集計されたのち公表されます。
・具体的な自治体名は公表しません。

東北メディカル・メガバンク事業

山本　雅之 東北メディカル・メガバンク機構

　三世代コホート調査は、東北メディカル・メガバンク計画に位置付けられる研究として７万人規模の三世代にわたるコ
ホートを形成し、小児から中・高年者までを含む被災地住民の健康向上と、被災地での増加が懸念される疾患等の関
連要因を同定して次世代医療の開発と実現を目指すものです。
　三世代のうち小児においては、アレルギー疾患、発達障害、PTSD等の各疾患が増加あるいは症状が悪化すること
が懸念されます。また、成人においては、被災後にPTSD等の精神神経疾患が増加すること、また、ストレスにより喫煙
本数・ 飲酒量が増える、心理的ストレス負荷がかかる等の理由により各種生活習慣病が増加していくことが懸念され
ます。健康被害を最小限にとどめるためには、健康アセスメントとその結果に基づく各自治体保健活動との連携等を通
し、効果的な介入が必須となります。本解析は小児から成人までを含む被災地住民の健康アセスメントと必要な保健
政策立案を行うことを目的としています。
生活習慣が遺伝要因の修飾を受けていることが明らかとなっており、遺伝要因を考慮に入れた分析を実施し、被災地
から最先端の健康情報を発信していきます。
　被災地域における健康状況とその対策に向けて、まずは1年目対象者に対する断面解析を実施し、情報の蓄積に伴
い2-3年目のデータも逐次解析に使用します。

　地域における種々の生活習慣、健康状況の比較評価を行います。
１）妊婦の生活習慣等と各種検査結果に関する沿岸部と内陸部等の比較研究：
　妊婦の喫煙、飲酒、栄養（特に葉酸）、運動、睡眠、メンタル指標、各種検査結果のそれぞれに関し、１年目対象者の
データを用いて喫煙率等を集計し、沿岸部と内陸部や自治体ごとの比較検討を行います。これに基づいて被災地妊婦
の健康管理に関するより効果的な介入と政策提言を行います。なお、自治体ごとの集計結果の公表に当たっては、具
体的な自治体名は当該自治体のみに周知の予定です（以下、同じ）。平成28年度より、妊娠高血圧症候群と妊娠高血
圧腎症に関わる解析を重点目標とします。
２）妊娠中の配偶者をもつ男性（胎児の父）の生活習慣等と各種検査結果に関する沿岸部と内陸部等の比較研究：
　父の喫煙、飲酒、栄養（特に外食等）、運動、睡眠、メンタル指標、各種検査結果のそれぞれに関し、１年目対象者の
データを用いて喫煙率等を集計し、沿岸部と内陸部や自治体ごとの比較検討を行います。これに基づいて被災地妊婦
配偶者の健康管理に関するより効果的な介入と政策提言を行います。
３）三世代同胞の発達・発育に関する沿岸部と内陸部等の比較研究：
　同胞の発達・発育に関する集計結果について、沿岸部と内陸部や自治体ごとの比較検討を行います。これに基づい
て被災地小児の健康管理に関するより効果的な介入と政策提言を行います。
４）三世代祖父母・父母の身体的・精神的状況と妊娠経過、児及び同胞の発達・発育等との関連に関する研究：
　祖父母・父母から得られた生活習慣等及び各種検査結果データと妊娠経過、児及び同胞の発達・発育等との関連を
横断的及び縦断的に検討します。これに基づいて被災地小児の健康管理に関するより効果的な介入と政策提言を行
います。
５）遺伝要因の解析情報を用いた研究：
　１）～４）の解析に際し、遺伝子解析結果も含めて研究を実施します。GWASおよび全ゲノム解析結果等を用います。

本研究によって自治体ごと等の健康アセスメントができれば、各自治体における保健政策立案の基礎資料として活用
され、被災地住民の健康向上に役立ちます。また、東北メディカル・メガバンク計画における結果回付の在り方検討や
コホート追跡調査における健康評価の在り方検討の際の基礎資料としても活用され、被災地住民の健康向上に役立
ちます。

・東北メディカル・メガバンク計画全体計画に含まれています。
・東北メディカル・メガバンク機構倫理委員会承認
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